
北陸新幹線が延伸開業
東京からのアクセス向上
北陸新幹線の金沢―敦賀間が３月、延伸開業した。
1973年に整備計画が決定されてから半世紀以上がたち、
福井県にとっては念願の新幹線のお目見えとなる。
延伸で、東京からのアクセスは格段に向上し、東京―福井間の所要時間は３時間を切る。
元旦に起きた能登半島地震の影響も心配されたが、
観光復興支援の北陸応援割も第２弾が展開されており、早期復興を願うばかりだ。
２月にJR西日本が主催した試乗会に参加し、延伸区間の乗車を体験した。
車窓には名峰白山や田園地帯が広がり、
沿線には温泉が点在するなど旅の醍醐味を感じさせられる。
能登半島地震の復興の後押しにと今後、出かける方も多いと思う。
この機会に、北陸新幹線と沿線の話を紹介したい。

（神戸新聞社東京支社編集部長　小西博美）
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車
窓
に
広
が
る
雄
大
な
風
景

線
路
を
道
路
で
挟
む
共
用
橋

　

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
青
い
空
に
白
い
雲
が
浮
か

ぶ
。
金
沢
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
新
幹
線「
Ｗ
７
系
」

が
そ
ろ
そ
ろ
と
動
き
出
す
。
関
係
者
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
る
。
い
よ
い
よ
旅

の
始
ま
り
だ
。

　

早
春
の
２
月
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
区
間
の
試
乗

会
に
参
加
し
た
。
金
沢
駅
か
ら
敦
賀
駅
ま
で
の
全
長

１
２
５
キ
ロ
を
駆
け
抜
け
、
折
り
返
し
て
金
沢
駅
に

帰
っ
て
来
る
コ
ー
ス
。
窓
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
田
園

風
景
と
雪
を
ま
と
っ
た
山
々
が
目
に
飛
び
込
ん
で
来

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
最
初
の
駅
小
松
に
着
い
た
。

　

小
松
駅
で
は
降
り
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
駅
は
霊
峰

白
山
の
山
並
み
を
立
体
的
に
表
し
た
白
い
建
物
で
、

小
松
の
歴
史
と
未
来
と
の
融
合
を
イ
メ
ー
ジ
。
ホ
ー

ム
か
ら
は
、
東
側
に
美
し
い
白
山
の
眺
望
も
見
え
る

と
い
う
。
コ
ン
コ
ー
ス
に
は
、
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松

を
表
そ
う
と
、
歌
舞
伎
で
用
い
ら
れ
る
市
松
模
様
を

配
し
た
。

◇

　

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間
は
３
月
16
日
に
開

業
し
た
。
既
に
開
業
し
て
い
る
東
京
―
金
沢
間
と
合

わ
せ
、
福
井
、
石
川
、
富
山
が
１
本
の
新
幹
線
で
つ

な
が
り
、
地
元
経
済
圏
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
る
。

延
伸
区
間
で
は
、
石
川
県
内
に
小
松
、
加
賀
温
泉
の

２
駅
、
福
井
県
内
に
芦
原
温
泉
、
福
井
、
越
前
た
け

ふ
、
敦
賀
の
４
駅
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

　

延
伸
に
よ
っ
て
東
京
―
福
井
間
の
所
要
時
間
は
最

短
で
２
時
間
51
分
と
な
り
、
東
海
道
新
幹
線
と
在
来

線
特
急
を
使
っ
た
場
合
と
比
べ
、
33
分
間
短
縮
さ
れ

雄大な山々や田園風景が美しい車窓

３月に延伸開業した北陸新幹線で走る車両
＝JR金沢駅

グリーン車の座席。落ち着きが感じられる空間
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る
。
東
京
―
敦
賀
間
は
最
短
３
時
間
８
分
で
50
分
の

短
縮
に
な
る
。
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に

よ
く
な
り
、
北
陸
各
地
は
観
光
客
の
増
加
に
期
待
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
東
京
―
敦
賀
間
を
つ
な
ぐ
の

は
「
か
が
や
き
」
と
「
は
く
た
か
」。
こ
れ
に
富
山
・

金
沢
と
敦
賀
を
結
ぶ
「
つ
る
ぎ
」
を
合
わ
せ
１
日
計

81
本
が
走
る
。

　

関
西
方
面
か
ら
は
、
大
阪
・
京
都
か
ら
運
行
し
て

い
た
特
急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
が
敦
賀
止
ま
り
に

な
り
、
金
沢
ま
で
行
く
に
は
新
幹
線
へ
の
乗
り
換
え

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
大
阪
―
金
沢
間
は
最

短
で
２
時
間
９
分
と
な
り
、
22
分
早
く
な
る
。

◇

　

さ
て
、
次
は
加
賀
温
泉
駅
へ
。
粟
津
、
山
中
、
片

山
津
、
山
代
の
４
温
泉
の
総
称
で
、
明
智
光
秀
や
松

尾
芭
蕉
が
通
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ー
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
教
え
て
く
れ
た
。
次
の
駅
の
芦
原
温
泉
と
合
わ

せ
、
行
っ
て
み
た
い
人
気
の
温
泉
郷
だ
。

　

芦
原
温
泉
駅
を
過
ぎ
福
井
駅
が
近
く
な
る
と
、
１

級
河
川
九
頭
竜
川
と
交
差
す
る
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

が
現
れ
る
。
こ
こ
は
、
整
備
新
幹
線

で
初
め
て
、
鉄
道
と
道
路
と
が
一
体

化
し
た
橋
り
ょ
う
で
、
新
幹
線
の
線

路
を
真
ん
中
に
、
両
側
を
道
路
が
挟

む
格
好
と
な
っ
て
い
る
。
九
頭
竜
川

に
は
豊
か
な
動
植
物
が
生
息
し
、
特

に
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
」
と
い
う
底
生
魚

は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
河
川
環
境
へ
の
影
響
や
コ
ス
ト
縮
減
効

果
を
考
慮
し
て
、
鉄
道
・
道
路
一
体
橋
り
ょ
う
が
建

設
さ
れ
た
。
た
だ
、
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

延
伸
区
間
に
は
橋
り
ょ
う
が
多
い
。
加
賀
温
泉
駅

と
芦
原
温
泉
駅
の
間
に
あ
る「
加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う
」

は
国
道
を
ま
た
ぐ
中
央
径
間
が
１
５
５
メ
ー
ト
ル
と

新
幹
線
橋
り
ょ
う
で
は
最
長
だ
。
技
術
的
に
も
優

れ
、
景
観
も
美
し
く
、
先
の
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
と

と
も
に
、
観
察
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

出
航
す
る
船
を
イ
メ
ー
ジ

８
分
の
乗
り
換
え
を
ス
ム
ー
ズ
に

　

福
井
、
越
前
た
け
ふ
駅
を
通
る
と
ま
も
な
く
終
着

の
敦
賀
駅
だ
。
こ
こ
で
、
47
分
の
自
由
時
間
と
な
っ

た
。
新
幹
線
か
ら
ホ
ー
ム
に
降
り
る
と
、
床
の
木
目

が
美
し
い
。
船
の
甲
板
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
木
彫
タ
イ

ル
で
仕
上
げ
た
と
い
う
。

　

広
い
コ
ン
コ
ー
ス
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
通
っ
て

駅
の
外
に
出
る
。
整
備
新
幹
線
の
駅
舎
の
中
で
も
最

大
規
模
で
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
建
物
の
外
観
を
見

て
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
真
っ
白
な
外
観
に
波
の
煌

め
き
を
表
し
た
グ
レ
ー
の
模
様
が
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
港
町
と
し
て
発
展
し
た
敦

賀
。
港
を
望
む
駅
と
し
て
、
高
さ
は
37
メ
ー
ト
ル
を

誇
り
、
中
央
の
屋
根
の
部
分
は
ゆ
り
か
も
め
が
羽
ば

た
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。
美
し
い
駅

舎
か
ら
は
、
新
幹
線
開
通
へ
の
地
元
の
期
待
の
大
き

さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
関
西
方
面
か
ら
の
乗
客
に
と
っ
て
気
が
か

り
な
の
は
乗
り
換
え
だ
。
大
阪
駅
か
ら
特
急
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
に
乗
る
と
敦
賀
駅
で
の
乗
り
換
え
が
必

要
に
な
る
。
金
沢
行
き
新
幹
線
「
つ
る
ぎ
」
へ
の
乗

り
換
え
は
８
分
間
し
か
な
い
。
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
が

到
着
す
る
１
階
ホ
ー
ム
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
２

階
へ
。
大
勢
の
乗
り
換
え
客
が
ス
ム
ー
ズ
に
素
早
く

通
れ
る
よ
う
に
、
新
幹
線
の
改
札
前
コ
ン
コ
ー
ス
は

広
く
、
19
基
も
の
改
札
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
西
は
開
業
前

に
、
実
際
に
敦
賀
駅
で
社
員
ら
が
新
幹
線
か
ら
在
来

線
に
乗
り
換
え
る
訓
練
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り

換
え
の
手
順
を
確
認
す
る
念
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。

　

金
沢
で
出
会
っ
た
、
仕
事
で
大
阪
―
金
沢
間
を
よ

木目が美しい敦賀駅のプラットホーム

途中駅となる福井駅。
ホームはコンパクトな
つくりになっている
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利
用
客
増
で
滑
り
出
し
好
調

Ｊ
Ｒ
西
「
復
旧
・
復
興
の
後
押
し
に
」

　

短
い
滞
在
を
終
え
、
さ
さ
や
か
な
お
土
産
に
と
駅
構

内
の
店
で
お
ぼ
ろ
昆
布
を
買
う
。
再
び
新
幹
線
の
席
に

戻
り
帰
路
へ
。
敦
賀
を
出
発
す
る
と
ほ
ど
な
く
新
北
陸

ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。
延
長
約
20
キ
ロ
に
及
ぶ
が
、
新
幹

線
で
は
最
短
５
分
で
駆
け
抜
け
る
。
次
は
越
前
た
け

ふ
。
こ
こ
に
は
停
車
せ
ず
列
車
は
先
へ
と
進
む
。
帰
路

は
あ
っ
と
い
う
間
だ
。

◇

　

１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
発
生
か
ら
５
カ

月
が
過
ぎ
、
被
災
し
た
酒
蔵
で
地
震
後
初
め
て
造
っ
た

酒
が
完
成
す
る
な
ど
復
興
に
向
け
た
ニ
ュ
ー
ス
も
届
い

た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
多
く
の
人
が
元
の
生
活
に
戻
れ

ず
に
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
の
北
川
剛
士
東
京
広
報
室
長
は
「
あ
の
時
は

３
月
に
開
業
で
き
る
の
か
不
安
に
思
っ
た
が
、
幸
い
に

も
開
業
で
き
た
。
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
少

し
ば
か
り
の
勇
気
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

振
り
返
る
。
た
だ
「
地
震
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
和
倉

温
泉
な
ど
本
来
、
新
幹
線
で
訪
れ
て
も
ら
う
は
ず
だ
っ

た
奥
能
登
の
観
光
地
は
今
も
復
興
途
上
。
今
後
も
で
き

る
範
囲
で
後
押
し
し
た
い
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
、
延
伸
開
業
で
、
福
井
、
石
川
、
富
山
の
北

陸
３
県
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
り
、「
エ
リ
ア
経
済
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
」
と
も
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
出
て
く
る
の
か
楽
し
み
だ
。

　

延
伸
後
、
北
陸
新
幹
線
の
乗
車
状
況
は
好
調
で
、
Ｊ

Ｒ
旅
客
各
社
の
発
表
に
よ
る
と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
の
４
月
26
～
５
月
６
日
の
利
用
実
績
は
、
北
陸

新
幹
線
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
区
間
で
８
％
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
区

間
で
14
％
の
増
加
だ
っ
た
。
能
登
復
興
を
願
い
石
川
県

を
旅
す
る
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
人
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

 

今
回
は
、
出
発
駅
で
あ
る
金
沢
と
到
着
駅
の
敦
賀

以
外
の
駅
に
は
降
り
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
沿
線
に
は
温

泉
や
伝
統
工
芸
の
盛
ん
な
地
域
、
豊
か
な
海
、
山
の
幸

に
恵
ま
れ
た
ま
ち
や
老
舗
の
酒
蔵
な
ど
魅
力
的
な
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
福
井
の
恐
竜
た
ち
に
も
会
い
た

い
。
い
つ
か
奥
能
登
へ
も
。
新
し
い
旅
を
夢
見
な
が

ら
、
ホ
ー
ム
を
後
に
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉・
鉄
道
・
運
輸
機
構
「
明
日
を
拓
く
　
北
陸

新
幹
線
　
金
沢
・
敦
賀
間
」

船やゆりかもめをイメージした敦賀駅＝敦賀市内

延伸の起点駅となった金沢で有名な観光地、
兼六園＝金沢市兼六町１

く
往
復
す
る
と
い
う
男
性

は「
大
阪
で
懇
談
し
た
後
、

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
に
乗
る

と
眠
っ
て
い
る
う
ち
に
金

沢
に
着
い
た
。
今
後
は
敦

賀
で
乗
り
換
え
た
後
、（
金

沢
以
東
へ
行
く
新
幹
線
の

場
合
）、
乗
り
過
ご
さ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
」
と

笑
っ
て
い
た
。

　

大
阪
ま
で
の
全
線
開
業

は
、
２
０
１
６

年
に
「
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
」

で
正
式
決
定
さ

れ
た
。
だ
が
、

そ
こ
ま
で
つ
な

が
る
の
は
20
年

以
上
先
の
こ

と
。
本
当
の
意

味
で
「
つ
な
が

る
北
陸
」
に
な

る
に
は
、
も
う

少
し
時
間
が
か

か
り
そ
う
だ
。

新幹線と在来線との乗り換えがスムーズにいくよう広くつくら
れたコンコース＝敦賀駅構内
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